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＜連絡事項＞
・看護記録、病棟日誌への記載について。
フェントステープ貼付の記載時は、「フェントステープ2mg　2枚」で記載してください。
＜転室＞

・下村　光子様～東B1　→　西B24
＜ユニット移動＞

・佐々木　理佳様～東A13　→　東B1
・杉若　シズヱ様～東C5　→　東合
・沖田　康夫様～東合　→　東C6
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中、他室侵入し他者の私物を弄る行為あり。スタッフ介入しているが繰り返す為早めに開放観察終了している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～身体拘束中。体動活発。オムツ外しはない。拘束部位の循環障害なし。対面時は穏やかである。引き続き、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・高柳　和子様～身体拘束中。不穏さは無く、疎通も取れてきている。点滴のトラブルは無く、排尿も多量にあり。引き続き、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・立花　圭様～特定の他者から怒鳴りつけられたり暴言を言われたり、部屋のドアをけられたりしている。スタッフからは距離を置き相手にしない様伝えているが、他者から言われるたびに応じてしまっている。
・小山田　政勝様～他者との関り見られている。悲観的な言動はなく穏やかに過ごしている。
・飯岡　未来様～朝食は2/3、昼食は全量自力で摂取している。内服は拒否無し。声掛けに対しては返答ない。
・佐藤　セツ様～ホールで他者と交流されている。悲観的な発言や固着した言動は見られない。食事は自力にて各食1/2～2/3程度摂取している。
・小林　満様～飲酒に関する発言や不調の訴えはなく、ホールにて過ごしている。
・佐々木　理佳様～喫煙が出来ない事で、苛々すると訴えている。また、幻聴や妄想に関する内容をやや興奮気味に訴えている。
・沖田　康夫様～拘束部位の循環障害なし。ベッド上での体動あり。対面時声掛けに対しては穏やかに応えている。オムツ外し無し。
・木村　文隆様～10:00体温37.0℃と体熱感あり、クーリングを施行。14:00には36.8℃で経過。激しい介護抵抗は無い。
・杉若　シズヱ様～10:00体温38.3℃　脈拍122回/分　血圧77/47ｍｍHg　酸素飽和度95～98％。声掛けに反応乏しいが、刺激には顔を顰めている。クーリングにて14:00体温37.3℃に解熱。体動が少し活発になり、マスク外しやオムツ弄りあり。
・飯岡　裕子様～バイタルサインの異常や酸素飽和濃度の低下はない。ナースコールは頻回で気弱な発言はあるが、悲観的な様子は無い。フェイススケールは「３～４」自制出来る範囲と、頓服薬は使用していない。
＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・藤井 崇史様～自らと仲の良い他患者が、ユニット移動になるという話や、

スタッフに対し粗暴的となる事を後から思い出し、気分が落ち

込むとの事。7/29よりロラゼパム(0.5) 3T 3×1で5日分処方
とし良ければ定期となる。
・河原木 泰志様～精神症状落ちついている。他人とトラブルはないとの事。
・和田 昌様～青森県知事の親族の経営する建築業の話など、妄想と現実が
混合した話し掛けある。両下肢浮腫の為、次回よりオランザ
ピンOD錠10mgを中止となる。
・玉岡 公子様～夜間眠れており、気分も落ちついてきたとのこと。7/31(金) 

10：00退院。退院時処方は4週間とする。初外来は8/20(木) 
9：30予約済み。レキサルティ錠1㎎ 1T は明日からの処方と、
退院時処方より中止とする。
